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1. 序　　天窓は空間の頂部から光を採り入れる開口であり、
その形状や配置は、空間全体の形状やそこにあらわれる他の
建築的要素の表現に影響を与えると考えられる。例えば、古
代ローマのパンテオンでは、半球状の天蓋、その頂部に穿た
れた円形の天窓、壁面や床面の装飾が全て中心性を有してお
り、強い形式性によって象徴的な空間が実現されていると捉
えられる。このような天窓空間と建築的要素の形式的な対応
関係は、特に住宅の空間において、機能や性能に依拠した適
正寸法によらない空間性を獲得する建築表現として重要であ
ると考えられる。そこで本研究では、天窓をもつ住宅作品註1）

を資料とし、天窓空間註 2）と天窓の対応、およびそれらに
対する建築的要素の対応を検討することで、空間形状と
建築的要素による形式性の表現の一端を明らかにするこ
とを目的とする。
2. 天窓空間と天窓の対応
2-1. 天窓空間と天窓の形状　
　まず、天窓及び天窓空間の形状を整理した。天窓の形状
については《円と正方形》《長方形》《不規則形》に分類し（図
2）、天窓空間の形状については、平面形状の対称性の有無
から【点対称形】【線対称形】【非対称形】で捉えた（図 3）。
さらに天窓空間については、付属部註 2）が天窓空間の対称軸
上に接続するものを、空間形状の形式性が強調されたものと
して捉え、図 4に整理した。
2-2. 天窓空間と天窓の対応　　以上で検討した天窓空間お
よび天窓について、その対応関係を形状と配置の観点から図
5 のように整理した。形状に関しては、【点対称形】と《円と
正方形》、【線対称形】と《長方形》の組合せを対応するもの
と捉え、それ以外のものは非対応とした。配置に関しては、【点
対称形】では天窓が中心に配置されるもの、【線対称形】で
は長軸上にあるものを対応と捉えた。さらに、天井全体を天
窓とするものは、天窓と天窓空間の形状と配置が同一である
ものと考えた。また、天窓の天窓空間に対する関係のみならず、
天窓が勾配屋根の頂部または棟に位置している場合、および
陸屋根のうち天窓が建物全体の平面の中心に位置している場
合など、天窓の建物の全体型に対する関係における配置対応
もみられた（図 6）。

3. 天窓空間における建築的要素
3-1. 天窓空間における建築的要素の種類　
　天窓空間にみられる建築的要素について、階段などの動線
要素、間仕切り壁などの空間要素、家具要素で捉えた（図 7）。
3-2. 天窓に対する建築的要素の対応　
　上記の建築的要素と天窓との対応関係を、配置と方向の観
点から検討した（図 8）。配置については、天窓の直下に位置
するものを捉え、さらに天窓と建築的要素の平面形状が一致
し、より強く対応するものもみられた。方向については、天窓
と建築的要素の長軸の方向性が一致するものを捉えた。
4. 天窓空間と建築的要素の対応による形式性
　天窓空間の形式性について、2 章で整理した天窓空間と天
窓の対応から、全資料を大きく4 つのパタンに分類し、3 章
で整理した建築的要素の対応をあわせて表に示した。
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図5. 天窓空間と天窓における形状と配置の対応
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図 7. 天窓空間における建築的要素の種類
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註 本研究では、1952 年以降の「新建築」「住宅特集」「建築文化」「スペースデザイン」から天
窓が主要な表現として用いられる住宅作品を分析の対象とした。具体的には、天窓が建物全体の
平面型の中心、あるいはその近傍にある98作品を選定している。
天窓が建物の平面形の中心あるいはその周辺にあり、それが作品の重要な表現と判断でき
るものを対象資料としている。
天窓があるひと繋がりの空間を天窓空間と定義した。そのうち、壁や天井の形状によって明確に分
節された部分は除き、付属部と捉えた。

1)

2)

　A は天窓と天窓空間が形状と配置の双方で対応するもので
ある。そのうちA1は付属部が天窓空間の形状の対称性を強
調するものであり、建築的要素は配置あるいは方向のいずれ
かで一致するものが大半であった。特に No.23『原邸』は、
天窓に対して全ての建築的要素の配置と方向が一致し、完全
な線対称という強い形式性が空間の隅々で実現されている。
一方 No.8『未完の家』では、建築的要素が表出しないことで、
正方形平面の中心に円形の天窓という天窓空間と天窓の強い
形式的対応が直截に表現され、これらは、建築的要素による
天窓空間の表現の両極をなすといえる。A2、 A3は付属部に
よる強調がなく、A2は【点対称形】、A3は【線対称形】のも
のである。前者は天窓と建築的要素が対応、非対応のものが
同程度あるのに対し、後者では【非対応】のものが 3 割ほど
であった。これより、線対称の形状による空間の方向性がより
建築的要素の形式性に影響を与える傾向を見出した。
　Bは天窓と天窓空間の形状と配置がいずれかのみ対応する
もので、B1は形状、B2は配置が対応するものである。B1で
は天窓と非対応の建築的要素が多数みられるのに対し、B2
では少数であることから、形状のみが一致する場合は採光手
段として即物的に設けられ、空間に及ぼす形式性が弱い場合
が多く、一方で配置のみが一致する場合は天窓空間のもつ形
式性に建築的要素が同調する傾向にあると考えられる。
　Cは形状と配置の双方が非対応となるものであり、多くが【非
対称形】であるが、No.7『散田の家』のように正方形の天窓
が方形屋根の頂部にあるものの、天窓空間の形状をずらすこ
とによって形式性を打ち消すものもみられた。
　Dは天井全体を天窓とするものであり、概ね建築的要素と
は非対応であったが、No.61『桜台の住宅』のように、天窓
空間の全体に設けられたテーブルによって、天窓との形式的
対応を見出す事例もみられた。
5. 結　　以上、天窓をもつ住宅作品について、天窓と天窓
空間の対応および、建築的要素の対応を検討し類型を見
出した。その結果、天窓空間の方向性、天窓空間におけ
る天窓の配置、天窓空間の性質を強調する付属部の配列
などによって、建築的要素が強く規定される傾向を見出
した。このことから、天窓空間の形の性格が空間における形
式性の表現に大きく影響を及ぼすという、天窓空間における
形式性の一端を明らかにした。
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註）表中の記号は以下に示す
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